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初めて会う友達
初めての経験

いつもより多くの人と話し
たくさん遊び

自然と触れ合う

勇気を出して挑戦し
達成する喜び

達成できない難しさを知る

子どもたちの汗
笑顔

子どもたちに注がれるまなざしから

子どもたちを育てる小田原の力を
考えていきます

小田原の体験学習・遊びの現場から

　育て!
たくましく!

特
集
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あれこれ体験 in片浦 
2013夏

1体験学習

P. 03	 体験学習 1
	 あれこれ体験 in片浦 2013夏

P. 07	 指導者養成研修事業「おだわら自然楽校」
	 指導者派遣事業

P. 08	 体験学習 2
	 親子で森に親しむ
	 森と木に包まれる冒険キャンプ

P. 10	 遊んで学ぶ場 1
	 泥んこになったよ
	 プレイパーク

P. 12	 遊んで学ぶ場 2
	 自分たちの地域の子ども
	 桜井ひろば土曜クラブ

P. 14	 座談会
	 育てる力

実施日  
［第1回］7月26～28日
［第2回］8月3～5日

場所  
旧片浦中学校および片浦地区

参加者  
［第1回］小学5・6年生 38人、指導者 22人
［第2回］小学5・6年生 37人、指導者 28人

問  青少年課  ☎ 33-1723

　
「
落
ー
ち
た
落
ち
た
!
」

　
「
な
ー
に
が
落
ち
た
?
」

　
初
日
夜
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。

　

旧
片
浦
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
に
ぎ

や
か
な
笑
い
声
と
歌
声
が
響
き
ま
す
。

　
「
雷
」
と
言
わ
れ
れ
ば
お
へ
そ
を
隠
す
「
落

ち
た
落
ち
た
ゲ
ー
ム
」。

　

子
ど
も
の
発
想
は
豊
か
で
、
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
に
「
流
れ
星
」
が
落
ち
て
き
て
願
い
事
を

し
た
り
、「
高
校
受
験
」
に
落
ち
て
シ
ョ
ッ

ク
な
ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
り
。

　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
、
火
の
女
神
様

の
登
場
で
始
ま
り
、
各
班
や
指
導
者
が
ス
タ

ン
ツ（
寸
劇
、
出
し
物
）を
順
番
に
発
表
し

ま
す
。

　

初
め
は
恥
ず
か
し
く
て
も
、
指
導
者
が

大
き
な
声
で
リ
ー
ド
し
、
皆
で
体
を
動
か

し
な
が
ら
歌
い
、
ス
タ
ン
ツ
を
楽
し
む
う

ち
に
、
子
ど
も
の
声
も
大
き
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　
「
あ
れ
こ
れ
体
験
i
n
片
浦
」
は
、
片
浦

地
区
の
自
然
や
資
産
を
生
か
し
た
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
や
た
く
ま
し
さ
を
身
に
つ
け
る
宿
泊

学
習
で
す
。
市
の
指
導
者
養
成
研
修
事
業

「
お
だ
わ
ら
自
然
楽が

っ
こ
う校

」
で
学
ん
だ
指
導
者

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
か
ら
当
日
の
進

行
ま
で
を
務
め
て
い
ま
す
。
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休憩時間のようすを見て

「みたちゃん」こと、

三田恵里さん

　初めて会う子どもの性格を、すぐに理解するのは
難しいことです。でも、休憩時間のようすを見てい
ると、子どものことがよく分かります。
　友達と走り回る子、指導者のそばを離れない子、
なかなか集合しない子、「休憩終わりだよ」と皆に 
伝えられる子…。ようすを見ながら、子どものこと
を知り、どうしたら協力して楽しく過ごせるか、自分
にはどんなフォローができるかを考えています。

指導者と青少年課職員 
が作りました。班の皆で 

「いただきます」をして、
黙 と々頬張りました。

夕食

「豚丼とポトフ」 乗馬コース 
「馬の体を押してみよう。
もう少しだ、頑張ろう」
指導者が声をかけます。
手伝うのは簡単ですが、
できるだけ子どもの力で
やり遂げられるように。

「最初は馬が怖かったけ
ど、楽しかった」
一つ一つ乗り越えていく
からこそ、自信を持ち、
世話もうまくできるよう
になります。

　
緊
張
し
た
状
態（
ア
イ
ス
）
を
解
消
（
ブ

レ
イ
ク
）す
る
「
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」と
、意

見
を
出
し
合
い
、
団
結
力
を
高
め
て
い
く

「
グ
ル
ー
プ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」。

　
仲
間
と
の
3
日
間
が
始
ま
り
ま
す
。

2
日
め

仲
良
く

な
ろ
う
よ
!

1
日
め

 開会式 
「『せーの』と言ったら、私のキャンプネームを
呼んでくださいね」
指導者が明るく自己紹介をしますが、まだ、 
緊張したようすの子もいます。

 ゲーム 
指導者が、大きな声で真剣に、ルールを説明
します。いつの間にか子どもも、真剣な表情
になります。真剣だからこそ、楽しいのです。
班の皆で、ゲームがうまくできた理由、できな
かった理由を探っていきます。

 B
ビーイング

eing（皆の意見を模造紙に） 
3日間大事にしたいこと、班の皆で立てた目標
を書きます。3日間でいろいろなことが書き
加えられていきます。

「他の人と同じ意見でも、自分で考えたことな
らいいよ」と指導者が発言を促します。

指導者インタビュー
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指導者から作り方を教わり、キャンプ
用品のバーナーとコッヘル（鍋 ）を使
い、自分の分は自分で作ります。

朝食

「わかめうどん」

 ヒルトンサービングコース 
「おいしくなるように、しっかり仕事をしよう」
午前中は、「きのこ苑

えん

・お山のたいしょう」で、代表の
川島さんに教わりながら、こんにゃく作り。
かわいい猫が登場し、集中できない子どもに「ちゃん
と聞いて」と注意するのも、指導者の役割です。
午後は、「ヒルトン小田原リゾート& スパ」でのサー
ビング体験。接客のプロから学び、練習後は、他の
班の仲間にサービング。きらびやかな部屋で、仲間
の入場を迎える瞬間は、「とても緊張しました」

　
片
浦
地
区
の
魅
力
を
存
分
に
生
か
し
た

4
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
班
が
ど
の
コ
ー
ス
を
体
験
す
る
の

か
、
発
表
さ
れ
る
の
は
、
当
日
の
朝
食
後
。

ど
の
コ
ー
ス
に
な
っ
て
も
、班
の
仲
間
と
全

力
で
楽
し
み
ま
す
。

さ
ぁ
、

い
ろ
ん
な
体
験
を

し
よ
う
!

 マスのつかみ取りコース 
「あっ、そこにいる! ホーリー
捕まえて! 」
皆、ホーリーこと堀吉

よし

晴
はる

さんと
すっかり打ち解けています。
水中メガネを着けて、「せーの」
のかけ声で潜った勇敢な子の
活躍で、水中に潜むマスを皆
で捕まえられました。
一方でマスに触れない子ど
もには、「持ってあげるから、
触ってみよう! 写真撮ろうよ!」
と、指導者が、一人一人に合わ
せて声をかけます。

 シュノーケリングコース 
「足が着かない海は怖かった
けど、皆で手をつないで入る
ことができた」

「いろいろな魚がいて驚いた」
「なまこを触りすぎたら死んで
しまい、どんな命も大切にし
なければならないと思った」
身近な海の知らない世界を
知ることができました。
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アルミホイルで包んだホットドッ
グを、牛乳パックに入れて焼き上
げる「カートンドッグ」。

「火がつかないよ」
「これ、焼き過ぎかな」
「もっと焼いたほうがいいよ」
最終日の朝、休日に朝食を用意
する、仲のよい家族のような光景
です。

仲
間
と
の

あ
れ
こ
れ
を
、

振
り
返
ろ
う
!

3
日
間
の
思
い
出
を
、各
班
で
「
ふ
り
か
え

り
新
聞
」
に
ま
と
め
、発
表
し
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
3
日
間
、思
い
出
が
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。

朝食

「カートンドッグ」

3
日
め

■ 	一人っ子で、自分の思いを通そうとする傾向が
あり、全く知らない人の中でどう行動したらよ
いかを考える機会になった。

■ 	中学生になっても、この経験をバネにいろい
ろなことを乗り越えてほしい。何年か後には
逆に、指導する側になってほしい。

■ 	もっとたくさんのプログラムがあってもいい。
■ 	何を体験するのか、事前に決まっていないの

がよかった。荷物が多くなるけれども、当日ま
でワクワクしている姿がよかった。

■ 	荷物が重かったようなので、あらかじめ体験
の内容が分かっていたほうがよい。

喜びの声&期待の声
保護者アンケートから

指導者インタビュー

仲間の声を聞く
姿勢が…

「まーくん」こと、

宮崎正典さん

　なかなか発言できないおとなしい子が、たっ
た3日間で、積極的に自分の意見を言えるよう
にはなりません。それでも、「どう思う? 」と私 
たちが促すと、1日めより早く意見を言えるよう
になっていることがあります。そして何よりも、
周りの子どもが、その意見を聞こう、理解しよう
としています。3日間という短い時間ですが、一
緒に過ごした中で、少しでも成長してくれたとう
れしく感じました。
　あれこれ体験 in 片浦での約束「マジで、み
んなで、安全に、話す、聞く」を、これからも忘
れずに実践してほしいと思います。

 3日間の振り返り 
どのように模造紙に表現し
ようか…。発言しない子ど
もを指導者が見守ります。
やがて、「みんなが意見を
言わないと何も進まないよ
ね。たくさん意見を出して
選べばいい。どんなことで
もいいんだよ」と促します。
一人が意見を言うと、次々
に他の子も続きます。
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校長インタビュー

指
導
者
た
ち
の
活
躍

　
「
お
だ
わ
ら
自
然
楽
校
」で
研
修
を
受
け

た
指
導
者
た
ち
が
活
躍
す
る
場
は
、「
あ
れ

こ
れ
体
験
i
n
片
浦
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
青
少
年
課
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校
、

子
ど
も
会
な
ど
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
場
合

に
、
指
導
者
を
野
外
学
習
な
ど
に
派
遣
し
て

い
ま
す
。

■  

指
導
者
と
一
緒
に
!

	

お
い
し
い
カ
レ
ー
が
で
き
た
よ
!

　
7
月
、
南
足
柄
市
の
「
ふ
れ
あ
い
の
村
」で

行
わ
れ
た
、
富
水
小
学
校
5
年
生
の
宿
泊
学
習

で
は
、
各
班
に
指
導
者
が
加
わ
り
、
野
外
炊
事

や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
に
「
早
く
食
べ
た
い
よ

ね
?
」、「
役
割
分
担
し
よ
う
」
と
、
明
る
く

声
を
か
け
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
き
ち

ん
と
作
業
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
促
し
ま
す
。

　
「
火
、つ
い
た
?
」、「
よ
し
、も
う
少
し
だ
」、

「
ま
き
を
も
う
少
し
入
れ
て
み
よ
う
」
と
、
作

業
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
サ
ポ
ー
ト
は
必

要
最
小
限
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、子
ど
も
は
皆
、

真
剣
に
な
り
ま
す
。
カ
レ
ー
が
で
き
上
が
っ

た
ら
、「
ご
飯
の
硬
さ
も
、ち
ょ
う
ど
い
い
ね
」

な
ど
、
子
ど
も
が
頑
張
っ
た
点
を
話
し
な
が

ら
、
一
緒
に
味
わ
い
ま
す
。

指導者
養成研修事業

おだわら
自然楽校

火
お
こ
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
指
導
者

右  

4
月「
ゲ
ー
ム
dでe
グ
ル
ー
プ
ビ
ル
ド
」  

左
上  

5
月
「
磯
遊
び
入
門
」

左
下  

6
月
「
と
っ
て
お
き
の
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
」

楽
し
く
学
ぶ
「
楽が

っ
こ
う校

」で
す

　
「
あ
れ
こ
れ
体
験
in
片
浦
」
で
活
躍
す
る

指
導
者
が
学
ぶ
「
お
だ
わ
ら
自
然
楽
校
」
は
、

平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
野
外
炊
事
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
ス
キ
ル
、
安
全
管

理
な
ど
に
つ
い
て
、
各
分
野
の
第
一
線
で
活

躍
し
て
い
る
講
師
を
迎
え
、
身
に
つ
け
て
い

き
ま
す
。

指導者インタビュー

キャンプ
ファイヤーって
どんなだったっけ?

「せとっぴ」こと、瀬戸正
ま さ

功
の り

さん

　3 年前におだわら自然楽校が始まって
から、毎年参加しています。幅広い年齢
層の、さまざまな職業の仲間がいて、いろ
いろな考え方があり、新鮮で、刺激的で、
楽しく学んでいます。
　初めは、「キャンプファイヤーなんて小学
生以来だけど、どんな感じだったかな? 」
と思いながら参加しました。実際に体験し
てみて、まずは自分自身が、キャンプなどの
楽しさをよく知ることができました。そし
て、その楽しさを子どもに伝え、一緒に活
動し、楽しむことができました。
　自然楽校のことや活動の魅力を、多く
の人に知ってもらい、参加してほしいと思
います。

やがて、大人になって…
　指導 者の皆さんに、当日だけでなく、
事前の打ち合わせや子どもへの事前指導
から関わってもらい、教師も子どもも、安
心して宿泊学習に臨めました。
　子どもは、やる気のある指導者が真剣
に向き合ってくれる姿に触れ、やがて大人
になった時に、自分が人のために何かをす
る力を、宿します。青少年育成に関わる市
民の力がそんなふうに循環したら、とて
も素晴らしいと感じています。

富水小学校 校長  

穂坂明
あ き

範
の り

さん

指
導
者
派
遣
事
業
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森
林
を
身
近
に
感
じ
る

　
8
月
17
〜
18
日
、
い
こ
い
の
森
で
、「
森
と

木
に
包
ま
れ
る
夏
ま
つ
り
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
小
田
原
市
、
小
田
原
市
森
林
組

合
の
他
、
小
田
原
地
区
木
材
業
協
同
組
合
の
若

手
の
集
ま
り
で
あ
る
「
林り

ん
せ
い青

会
」が
主
催
し
て

い
ま
す
。
木
工
教
室
、
森
の
探
検
、
野
遊
び
な

ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　
中
で
も
、
親
子
で
参
加
す
る
「
森
と
木
に
包

ま
れ
る
冒
険
キ
ャ
ン
プ
」に
は
、
本
格
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
間
伐
や

昆
虫
採
集
な
ど
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
親

子
の
絆き

ず
なが

深
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
17
人
、
大
人

18
人
の
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

■  

木
を
切
っ
て
み
よ
う

　

間
伐
は
子
ど
も
も
大
人
も
初
め
て
の
体
験

で
す
。
の
こ
ぎ
り
で
幹
に
切
り
込
み
を
入
れ
、

ロ
ー
プ
を
木
に
引
っ
か
け
、
皆
で
引
っ
張
り
ま

す
。「
そ
う
や
っ
て
倒
す
の
か
!
」と
大
人
か

ら
も
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
す
。

　
「
の
こ
ぎ
り
は
押
す
の
で
は
な
く
、
力
を
入

小田原市は面積の約4割が森林です。
緑豊かな環境であるにもかかわらず、
森に足を踏み入れたことのない子どもも少なくありません。
小田原ならではの体験学習で、
親子で森について学びます。

問  農政課  ☎ 33-1491・小田原市森林組合  ☎ 35-2706

れ
ず
に
引
く
ん
だ
よ
」、「
人
が
い
な
い
方
向

に
木
が
倒
れ
る
よ
う
に
注
意
し
よ
う
」と
森
林

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
教
わ
り
ま
す
。

　
の
こ
ぎ
り
を
引
い
た
子
が「
怖
か
っ
た
」と

言
い
ま
し
た
。の
こ
ぎ
り
を
使
っ
た
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
こ
ん
な
に
大
き
な
木
を
切
る
の
は
初
め

て
で
す
。
自
然
の
大
き
さ
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

■  

捕
ま
え
て
み
よ
う

　
森
に
は
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
い
ま
す
。

　
「
マ
マ
、
と
か
げ
だ
よ
」

　
捕
ま
え
た
と
か
げ
を
腕
に
は
わ
せ
た
子
が
、

お
母
さ
ん
を
呼
び
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
、「
か

わ
い
い
ね
～
、
し
っ
ぽ
長
い
よ
～
」、「
マ
マ
も

昨
日
、
し
っ
ぽ
が
紫
色
の
と
か
げ
を
見
た
け
ど

親子で森に親しむ
森と木に包まれる
冒険キャンプ

2体験学習
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捕
ま
え
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
」と
声
を
か
け
、

一
緒
に
夢
中
に
な
り
ま
す
。

　
2
日
間
、
同
じ
場
所
で
同
じ
も
の
を
見
て
、

同
じ
体
験
を
し
な
が
ら
、
親
子
で
感
動
を
分
か

ち
合
っ
て
い
き
ま
す
。

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
だ
っ
て

教
え
て
ほ
し
い

　

家
族
3
人
で
参
加
し
た
内
田
さ
ん
に
伺
い

ま
し
た
。

　
森
の
生
態
を
知
ら
な
い
の
は
、
子
ど
も
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
だ
っ

て
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
息
子
が
「
参
加
し
た
い
」
と
言
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
が
、
私
た
ち
も
、
森
に
つ
い
て
は
分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、
家
族
で
参
加

し
ま
し
た
。
息
子
と
一
緒
に
散
歩
し
て
い
て
も
、

木
々
の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
教
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
虫
の
こ
と
は
図
鑑
で
調

べ
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に
見
て
教
わ
る
ほ
う
が

よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
昨
年
も
参
加
し
、
食
べ
ら
れ
る
植
物
な
ど
に

つ
い
て
聞
き
、
息
子
は
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。

　
自
然
の
中
で
の
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
「
い
ざ
」

と
い
う
と
き
の
力
を
養
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
子
ど
も
は
外
出
先
の
ト
イ
レ
を
嫌
が

る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
災
害
時
に
は
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ふ

だ
ん
の
生
活
と
違
う
環
境
で
過
ご
す
経
験
が
、

大
切
で
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
、
家
族
や
友

達
と
行
お
う
と
す
る
と
、
道
具
や
材
料
を
そ
ろ

え
る
の
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
場
で
、
楽
し
み
な
が
ら
、
教
え
て
ほ
し

い
こ
と
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
と
て

も
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

　

親
子
で
同
じ
体
験
を
…

　
キ
ャ
ン
プ
を
取
り
仕
切
る「
村
長
さ
ん
」。

　
小
田
原
市
森
林
組
合
職
員
で
、
村
長
を
務
め

た
佐
藤
さ
ん
は
、「
子
ど
も
と
一
緒
に
体
験
で

き
た
の
で
よ
か
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
」と
言
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
が
終
わ
っ
て
ふ
だ
ん
の
生
活
に

戻
っ
て
も
、
親
子
で
同
じ
体
験
を
す
る
喜
び

が
、
生
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
「
親
子
で
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し
て
も
ら
い

た
く
て
、
内
容
を
詰
め
込
み
す
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
来
年
は
、
一
つ
一
つ
の
作
業
を
親
子
で

ゆ
っ
く
り
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
森
を
も
っ
と

体
感
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　
森
の
プ
ロ
で
あ
る
佐
藤
さ
ん
が
、
親
子
で
森

に
親
し
み
、
森
を
深
く
知
る
場
を
充
実
さ
せ
よ

う
と
意
気
込
み
ま
す
。

内
田
さ
ん
と
息
子
の
健け

ん
し
ん心

君

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー「
公
共
施
設
」を

ク
リ
ッ
ク
→「
市
民
活
動
・
生
涯
学
習
・
社

会
教
育
」
の「
い
こ
い
の
森
」
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プ
レ
イ
パ
ー
ク
っ
て
な
ぁ
に
?

　
子
ど
も
が
自
ら
工
夫
し
、
遊
び
を
創
り
出
す

遊
び
場
が
プ
レ
イ
パ
ー
ク
で
す
。
プ
レ
イ
リ
ー

ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
大
人
が
、
子
ど
も
の
遊
び
を

見
守
り
ま
す
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
が
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、
日
本

で
は
、
1
9
7
9（
昭
和
54
）年
、
東
京
都
世

田
谷
区
の「
羽は

ね

ぎ
根
木
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」で
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

小
田
原
で
も
昨
年
、
市
民
団
体
「
p
p 

@

s
e
i
s
h
o
（
ピ
ー
ピ
ー
ア
ッ
ト
マ
ー
ク
セ

イ
シ
ョ
ウ
）」が
中
心
と
な
り
初
め
て
開
き
、

現
在
は
、
上
府
中
公
園
や
南
鴨
宮
富
士
見
公
園

を
会
場
に
、
月
1
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

思
い
切
り
遊
ぶ

　

自
分
た
ち
で
作
っ
た
ブ
ラ
ン
コ
や
シ
ー

ソ
ー
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
で
遊
ぶ
。
水

や
泥
に
ま
み
れ
て
遊
ぶ
。
火
を
お
こ
し
、
パ
ン

や
ウ
ィ
ン
ナ
ー
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
焼
い
て
食
べ

る
。
ド
ラ
ム
缶
風
呂
に
つ
か
る
…
。

　
子
ど
も
は
、
思
い
思
い
に
、
い
つ
も
と
は
違

う
公
園
で
、
ふ
だ
ん
は
体
験
で
き
な
い
「
遊

び
」を
楽
し
み
ま
す
。

　
「
い
つ
も
は
『
危
な
い
か
ら
ダ
メ
』と
言
っ

て
い
る
こ
と
も
、
今
日
は
『
思
い
切
り
遊
ん
で

い
い
よ
』と
言
え
る
」

　
「
た
き
火
の
木
を
ど
う
組
み
立
て
る
か
な
ど
、

自
分
で
考
え
て
で
き
る
と
こ
ろ
が
い
い
」

　
保
護
者
も
、
温
か
い
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

皆
で
遊
ぶ
か
ら

　
「
マ
マ
友
に
教
え
て
も
ら
っ
て
、
湯
河
原
か

ら
来
ま
し
た
」

　

市
外
か
ら
プ
レ
イ
パ
ー
ク
に
参
加
す
る
親

子
も
多
く
、
初
め
て
出
会
う
子
も
、
皆
一
緒
に

遊
び
ま
す
。

　
「
前
回
は
、
年
上
の
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
に
し

り
込
み
し
て
い
た
け
ど
、
今
日
は
同
い
年
く
ら

い
の
女
の
子
も
泥
遊
び
を
し
て
い
た
の
で
、
同

じ
よ
う
に
泥
ん
こ
に
な
っ
た
」

　
「
室
内
で
遊
ぶ
ほ
う
が
好
き
な
子
で
す

が
、
外
で
思
い
切
り
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
て
よ

か
っ
た
」

　
一
人
で
は
な
く
、
皆
が
い
る
か
ら
、
他
の
子

と
一
緒
に
な
っ
て
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

泥んこになったよ
プレイパーク
子どもが自由に遊ぶ「プレイパーク」。
7月26～28日に、上府中公園で行われたプレイパークには、
3日間で1,200人以上が訪れました。

「つくって、あそんで、またこんど」
きらきら輝く子どもの笑顔と、
見守る大人の温かいまなざしがありました。

遊んで学ぶ場
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自
由
に
遊
ぶ
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、

見
守
り
、

一
緒
に
と
こ
と
ん
遊
ぶ
…

プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー

山
﨑
新あ

ら
た

さ
ん

　
p
p
@
s
e
i
s
h
o
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
昨
年
小
田
原
で
プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
始
め
た

頃
か
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
子
ど
も
が
好
き
で
、
地
域
の
サ
ー

ク
ル
活
動
で
も
子
ど
も
と
関
わ
り
、
現
在
は
、

常
設
プ
レ
イ
パ
ー
ク
「
渋
谷
は
る
の
お
が
わ
プ

レ
ー
パ
ー
ク
」（
東
京
都
渋
谷
区
）
で
、
プ
レ
イ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
自
由
に
遊
べ
る
環
境
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
今
、
プ
レ
イ
リ
ー
ダ
ー
は
子

ど
も
を
見
守
り
、
一
緒
に
遊
ぶ
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
の
遊
び
の
事
情
を
、
社
会
に
発
信
す
る

役
目
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
、「
縄
跳
び
が
終
わ
っ
た
ら
遊
ん
で
い
い

で
す
か
」
と
言
っ
た
子
が
い
た
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
縄
跳
び
だ
っ
て
遊
び
で
あ
る
は

ず
な
の
に
、「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
て
し

ま
え
ば
、
遊
び
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
本
来
遊
び
は
、
子
ど
も
自
身
の
た
め
の
も
の

で
、
自
分
の
責
任
で
主
体
的
に
始
め
て
、
終
え

る
も
の
で
す
。
プ
レ
イ
パ
ー
ク
が
、
小
田
原
に

も
っ
と
な
じ
ん
で
、
常
設
に
な
る
こ
と
で
、
子

ど
も
が
よ
り
主
体
的
に
遊
び
や
す
く
な
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
大
人
ぶ
ら
な
い
大
人
」、「
子

ど
も
目
線
の
大
人
」
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

おだわら21世紀少年

　7月のプレイパークには、小田原市社会福祉協
議会の「おだわら21世紀少年」のメンバーも参
加しました。
　「おだわら21世紀少年」では、小学生から大学
生までの年齢の異なる青少年が、社会性を身につ
け、仲間同士の絆

きずな

を深めることを目的に、さまざ
まな活動を行っています。毎年テーマを設け、 
テーマに添ったプログラムを進めています。
　今年のテーマは「遊び」。プレイパークに参加し、
たくさんの子どもと触れ合いました。
　「みんな手伝って !ドラム缶風呂に入りたい子が
いるから、火をつけて、お湯を沸かそうよ」
　子どもの声に応えようと、仲間と協力し合います。
　中学1年生のメンバーは、「プレイパークは、火
おこし体験などが楽しい」、「『おだわら21世紀少
年』は、さまざまな学年の仲間と、いろいろな体
験ができる」と言います。学校やふだんの生活だ
けではできない体験が、少年たちをたくましくし
ます。

「
小
田
原
プ
レ
イ
パ
ー
ク
」
で
検
索
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育て!  たくましく!    ー遊んで学ぶ場 1 ー特
集



小
学
生
の
頃
か
ら
接
す
る
機
会
を

　
「
桜
井
ひ
ろ
ば
土
曜
ク
ラ
ブ
」の
活
動
は
、
平

成
2
年
に
始
ま
り
、
24
年
め
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
が
小
学
生
の
頃
か
ら
地
域
の
大
人

と
接
す
る
機
会
を
作
り
、
中
学
生
に
な
っ
て
も

声
を
か
け
や
す
い
関
係
を
築
き
た
い
」と
い
う

大
人
の
思
い
と
、
学
校
週
5
日
制
の
実
践
研
究

校
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
と

学
校
の
協
力
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
実
践
研
究
の
期
間
が
終
了
し
た
後
も
「
せ
っ

か
く
だ
か
ら
続
け
よ
う
」と
い
う
声
が
多
く
あ

り
、
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

気
の
向
く
ま
ま
に
教
室
へ

　
「
こ
ん
に
ち
は
」

　
子
ど
も
と
大
人
が
交
わ
す
元
気
な
声
が
、
廊

下
に
響
き
ま
す
。

　
毎
月
第
2
・
第
4
土
曜
日
の
午
前
中
、
教
室

や
体
育
館
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
折
り
紙
、
工

作
、
囲
碁
、
将
棋
、
こ
ま
回
し
、
裁
縫
な
ど
を

楽
し
み
ま
す
。
毎
回
1
0
0
人
ほ
ど
の
子
ど

も
が
校
舎
内
を
行
き
交
い
、
興
味
の
あ
る
教
室

を
訪
ね
ま
す
。
一
つ
の
こ
と
に
熱
中
す
る
子
も

い
れ
ば
、
次
か
ら
次
へ
と
教
室
を
移
動
し
、
い

ろ
い
ろ
な
遊
び
を
す
る
子
も
い
ま
す
。

　

毎
回
の
遊
び
の
内
容
は
、
学
校
で
お
知
ら

せ
が
配
ら
れ
る
他
、
当
日
玄
関
に
張
り
出
さ

れ
ま
す
。
大
人
が
無
理
な
く
見
守
る
こ
と
が

で
き
る
範
囲
で
、
子
ど
も
は
自
由
に
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
だ
け
で
は
な
く

大
人
の
居
場
所
で
も
あ
る

　

碁
盤
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
考
え
る
子
を

じ
っ
と
待
つ
お
じ
い
さ
ん
。
よ
う
や
く
一
手
を

打
つ
と
「
そ
こ
に
は
置
け
な
い
よ
。
そ
こ
に
置

く
と
ね
…
」と
子
ど
も
相
手
で
も
し
っ
か
り
説

明
し
ま
す
。

　
こ
ま
回
し
を
教
え
る
お
じ
い
さ
ん
は
、「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で
し
か
や
っ
た
こ
と
が
な

い
か
ら
や
り
方
が
分
か
ら
な
い
」と
い
う
子
に

「
や
り
方
を
考
え
て
ご
ら
ん
」
と
手
取
り
足
取

り
教
え
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
る
よ
う

に
促
し
ま
す
。

　

頼
れ
る
お
じ
い
さ
ん
た
ち
は
、
活
動
発
足

時
は
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
が
最
も
忙
し
い
と
き

で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
自
分
の
子
や
地
域
の

子
ど
も
の
た
め
に
時
間
を
割
い
て
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
今
は
お
じ
い
さ
ん
世
代
に
な
り
、

あ
く
せ
く
し
な
い
時
間
の
中
で
、
地
域
の
子

ど
も
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

土
曜
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
の
大
人
に
と
っ
て

も
得
意
分
野
で
技
を
発
揮
で
き
る
場
所
で
あ

り
、「
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
は
、
み
ん
な
の
こ
と
を
大
事
に
思
っ

て
い
る
ん
だ
よ
」
と
伝
え
ら
れ
る
大
切
な
場

所
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
後

継
者
を
探
す
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
に
通
っ
て
い
て
、
今
は
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
大
人
も
い
ま
す
が
、
ま

だ
少
な
い
の
が
現
実
で
す
。

自分たちの地域の子ども
桜井ひろば土曜クラブ
地域の子どもと大人が遊ぶ「桜井ひろば土曜クラブ」。
年間延べ1,900人ほどが参加しています。

「自分たちの地域の子ども」という思いで、
子どもの成長を見守りながら年齢を重ねる大人の姿があります。

問  桜井ひろば土曜クラブ事務局     fstcc909@yahoo.co.jp 遊んで学ぶ場
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何
か
あ
っ
て
も
、

「
お
い
、ど
う
し
た
ん
だ
?
」

っ
て
言
え
る
よ
う
に
ね

桜
井
ひ
ろ
ば
土
曜
ク
ラ
ブ
代
表

山
本
伸
一 

さ
ん

　
土
曜
ク
ラ
ブ
に
は
、
隣
の
報
徳
小
学
校
の
児

童
や
中
学
生
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
は

小
学
生
の
面
倒
を
見
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
桜
井
小
学
校
に
限
ら
ず
、「
地
域
の
子
ど
も
」

と
い
う
視
点
で
参
加
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
の

で
、「
桜
井
地
区
連
合
自
治
会
」や
「
桜
井
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
」
を
は
じ
め
、
地
域
か
ら
の

認
知
度
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
生
の
頃
か
ら
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
で
、

中
学
生
に
な
っ
て
、
た
と
え
服
装
が
乱
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、「
お
い
、
ど

う
し
た
ん
だ
?
」
っ
て
言
え
る
よ
う
な
関
係
を

築
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
場
を
も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
桜
井
地
区
の
皆
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
地
区
の
か
た
も
、
ぜ
ひ
、

よ
う
す
を
見
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

スクールコミュニティ事業

　市では、平成22年度から地域総ぐるみで、子どもを見守
り育てる「スクールコミュニティ」の理念に基づき、「地域の
見守り拠点づくり」を進めています。すでに実施されてい
る地区では、昔遊びをはじめ、いろいろな体験を通じて世
代間交流が行われています。
※ 同事業を始める前から、地域が主体となって居場所づくりに取り組んで
きた「桜井ひろば土曜クラブ」も、永年の実績を基に、今年度スクール
コミュニティ事業に位置づけられ、活動の幅を広げています。

平
成
22
年
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
、

木
曜
日
の
放
課
後
に
「
久
野
っ
子
の
あ
そ
び
ば
」を
開
設

平成 23 年度からPTAを中心に、「早川スクールコミュニティ実行委員
会 」がイベント型の居場所づくりを実施

平
成
23
年
度
か
ら
自
治
会
を
中
心
に
、「
ほ
っ
と
下
堀
運
営

委
員
会
」
が
土
曜
日
の
午
後
公
民
館
で
交
流
の
場
を
開
設

早川
地区

久野
地区

下堀
地区
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育
て
る
力

座
談
会

体
験
学
習
や
遊
び
の
場
の
子
ど
も
と
、そ
れ
を
見
守
る
大
人
の
、

笑
顔
と
声
を
届
け
た
特
集
「
育
て
!
た
く
ま
し
く
!
」。

「
小
田
原
の
子
ど
も
た
ち
に
、た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
」

そ
の
思
い
を
、「
お
だ
わ
ら
自
然
楽が

っ
こ
う校

」
講
師
の
高
橋
さ
ん
と
、

受
講
者
で
青
少
年
育
成
に
携
わ
る
皆
さ
ん
、

加
藤
市
長
が
語
り
ま
す
。
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金子彩乃さん
小田原市シニアリーダーズクラブ

シニアリーダーズクラブは、18歳以上の
学生や社会人で構成するボランティア
団体です。世代間交流をテーマに活動
し、世代間のパイプ役となることを目指
しています。
ジュニアリーダーズクラブ（中学生・高
校生）と一緒に、地域少年リーダー養成
講座などのキャンプで子どもを指導す
る他、近年は、「小田原☆ウォーカー」と
いう、写真を使ったまち歩きを企画。小
学生から70歳代までの幅広い世代が
参加しています。

高橋紀
の り

子
こ

さん
おだわら自然楽校講師、
ルナ・イ・ソル／ライフビジョンネット
代表など

社会福祉士、認定心理士などの資格 
を持ち、レクリエーションコーディネー
ターとして活躍中。高崎健康福祉大学
などで、レクリエーション概論などを教
えています。「おだわら自然楽校」では、 

「リーダーシップトレーニング」の研修で、
指導者たちに、子どもと接する際の心構
え、指導者として必要なリーダーシップ
を発揮する方法などを伝えました。

藤野茂さん
小田原市青少年育成推進員協議会
育成部会

青少年育成推進員協議会は、小学5・6
年生を対象にした宿泊キャンプ学習「地
域少年リーダー養成講座」の他、「中学
生の主張発表」などを行う「青少年と
育成者のつどい」、各地区や全市的な街
頭指導などに取り組んでいます。
今年の夏は、「東日本大震災被災地スタ
ディツアー」を実施。中学生、高校生40
人が、育成推進員とともに、2泊3日で
宮城県気仙沼市、石巻市を訪れ、被災者
と触れ合い、被災地の今を知りました。

石川聡
と し

之
ゆ き

さん
小田原市子ども会連絡協議会

子ども会連絡協議会では、各地区の子
ども会役員を対象とした研修会などを
開いています。夏には、青少年交流事業

「チャレンジ アンド トライ」を実施。各
小学校から6年生の男女1人ずつが参
加し、1泊2日の体験学習を通じて交流
を図ります。

「
缶
切
り
が
使
え
な
い
」

小
田
原
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
る

市
長	

指
導
者
の
皆
さ
ん
は
、「
お
だ
わ
ら
自

然
楽が

っ
こ
う校

」で
学
び
、
今
年
も
「
あ
れ
こ
れ
体
験

i
n
片
浦
」に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

他
の
場
で
も
、
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
田
原
に
は
、
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、
青

少
年
育
成
に
ご
尽
力
く
だ
さ
る
多
く
の
か
た

が
い
ま
す
。
人
の
力
だ
け
で
な
く
、
小
田
原
は
、

自
然
環
境
、
な
り
わ
い
、
文
化
の
面
で
も
、
た

く
ま
し
さ
を
育
て
る
多
く
の
要
素
に
恵
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
わ
り
、
健
全
な
育
成
の
場
の
確
保
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
体
験
学
習
の
現
場
を
知
る

皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
よ
う
す
を
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
か
。

高
橋	

何
し
ろ
経
験
が
少
な
い
子
ど
も
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。「
何
で
こ
ん
な
こ
と
も
知
ら

な
い
の
?
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
環
境
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

で
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
指
導
者
の
皆
さ
ん
と
考
え
な
が
ら
、
今
の

仕
事
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

金
子	

子
ど
も
は
、
携
帯
電
話
や
ゲ
ー
ム
の
あ

る
生
活
が
当
た
り
前
で
、
あ
れ
こ
れ
体
験
で
は

使
用
を
禁
止
し
て
い
て
も
、
会
話
が
そ
の
内
容

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
自
然
豊

か
な
片
浦
に
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
世
界
を
見

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
、「
危
な
い
よ
」
と
止

め
ら
れ
て
も
、
指
導
者
が
い
る
か
ら
こ
そ
で
き

る
体
験
は
、
と
て
も
貴
重
で
す
。
子
ど
も
に
は
、

体
験
学
習
の
中
で
、
自
分
の
意
思
を
伝
え
て
ほ

し
い
と
思
い
な
が
ら
接
し
て
い
ま
す
。

石
川	

あ
れ
こ
れ
体
験
に
は
、
比
較
的
キ
ャ
ン

プ
に
慣
れ
て
い
る
子
ど
も
が
集
ま
り
ま
す
。
一

方
、
小
学
校
の
宿
泊
研
修
に
行
く
と
、
キ
ャ
ン

プ
や
班
活
動
が
苦
手
な
子
ど
も
も
い
ま
す
。
学

校
の
先
生
で
は
な
く
私
た
ち
が
入
る
こ
と
で
、

子
ど
も
の
反
応
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

少
し
で
も
力
に
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

藤
野	

青
少
年
育
成
に
関
わ
る
前
は
、
地
域
で

子
ど
も
が
何
を
し
て
い
る
の
か
、
日
頃
ど
ん
な

ふ
う
に
遊
ん
で
い
る
の
か
も
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
関
わ
っ
て
み
て
初
め
て
、
缶
切
り
が

使
え
な
い
子
、
マ
ッ
チ
が
つ
け
ら
れ
な
い
子
、

キ
ャ
ン
プ
に
持
っ
て
き
た
荷
物
に
何
が
入
っ

て
い
る
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い
子
が
い
る
と

知
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
基
礎
的
な
こ
と
も
含

め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
る
機
会
を
増

や
し
た
い
と
感
じ
ま
す
。

市
長	

遊
び
の
面
で
も
生
活
の
面
で
も
、
昔
は

当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
を
、
子
ど
も
が
経
験
し

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
遊
び
は
、
生
き
る
力
を

身
に
つ
け
る
重
要
な
入
り
口
で
す
。
あ
れ
こ
れ

体
験
な
ど
で
体
験
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

が
で
き
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　
小
田
原
の
人
、
自
然
、
文
化
に
は
、
そ
れ
を

十
分
に
行
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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「
ド
キ
ド
キ
し
て
、楽
し
い
」

指
導
者
を
育
て
る

市
長	

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
に
必
要
な
場

を
作
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
を
育
て
る
大
人
を

育
て
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
な
の
で
、「
お
だ

わ
ら
自
然
楽が

っ
こ
う校

」と
「
あ
れ
こ
れ
体
験 

i
n 

片
浦
」を
対
に
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

藤
野	

自
然
楽
校
は
、
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
こ

と
が
学
べ
て
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
し
た
。
参
加
者
は
積
極
的
で
、
若
い
パ

ワ
ー
に
引
っ
張
ら
れ
な
が
ら
研
修
を
受
け
、
い

い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　
4
年
め
と
な
り
、
助
け
合
え
る
参
加
者
同
士

の
つ
な
が
り
も
で
き
ま
し
た
。
初
め
て
参
加
す

る
人
が
増
え
る
と
い
い
で
す
し
、
私
た
ち
も
、

も
っ
と
外
の
団
体
や
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
関

わ
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

金
子	

自
然
楽
校
と
あ
れ
こ
れ
体
験
に
参
加
し

て
、
私
自
身
、
片
浦
の
こ
と
も
あ
ま
り
知
ら
な

か
っ
た
の
で
、
ド
キ
ド
キ
し
て
素
直
に
楽
し
い

と
感
じ
ま
し
た
。
子
ど
も
に
も
、
ぜ
ひ
こ
の
気

持
ち
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
指
導
者
と

し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

石
川	

自
然
楽
校
で
い
ろ
い
ろ
教
わ
り
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
前
で
、
学

ん
だ
こ
と
を
実
践
す
る
の
は
緊
張
し
ま
し
た

し
、
手
探
り
で
し
た
が
、
子
ど
も
が
楽
し
ん
で

く
れ
て
、
私
も
徐
々
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　
あ
れ
こ
れ
体
験
は
、
安
全
面
な
ど
基
本
的
な

ポ
イ
ン
ト
は
押
さ
え
て
い
ま
す
が
、
少
し
自
由

な
部
分
も
あ
り
、
子
ど
も
と
指
導
者
が
一
緒
に

考
え
な
が
ら
体
験
で
き
る
場
で
す
。

高
橋	

細
か
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
る
ほ
う
が
、

指
導
者
は
楽
で
す
。
で
も
、
自
由
な
部
分
が

あ
っ
て
こ
そ
、
子
ど
も
の
成
長
に
も
、
指
導
者

の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
他
の
活

動
の
場
も
含
め
て
、
子
ど
も
が
い
ろ
い
ろ
な
体

験
が
で
き
る
よ
う
に
、
指
導
者
が
増
え
る
と
い

い
で
す
ね
。

「
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
と
分
か
る
」

人
と
関
わ
り
育
つ
機
会
を

市
長	

あ
れ
こ
れ
体
験
や
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
の
場
に
出
て
き
て
く
れ
る
子
は
、
少

な
か
ら
ず
、
何
か
を
得
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
場
の
魅
力
を
育
て
る

と
と
も
に
、
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
す
。

石
川	

あ
れ
こ
れ
体
験
で
も
、
子
ど
も
会
で
も
、

初
め
て
会
っ
た
子
ど
も
が
班
で
活
動
す
る
よ

う
す
を
見
て
い
る
と
、
協
力
し
な
い
と
で
き
な

い
課
題
を
与
え
ら
れ
て
活
動
す
る
中
で
、「
グ

ル
ー
プ
が
で
き
た
ん
だ
な
」っ
て
分
か
る
瞬
間

が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
子
に
そ
う
い
う
経
験
を

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

金
子	

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
で
行
っ
て

い
る
「
小
田
原
☆
ウ
ォ
ー
カ
ー
」の
ま
ち
歩
き

で
は
、
写
真
に
写
っ
て
い
る
場
所
を
グ
ル
ー
プ

で
探
し
ま
す
。
あ
ま
り
や
る
気
が
な
く
て
ふ
ら

ふ
ら
し
て
い
た
よ
う
な
子
が
、
グ
ル
ー
プ
の
人

と
交
流
し
な
が
ら
、
だ
ん
だ
ん
夢
中
に
な
る
姿

に
、
一
緒
に
歩
い
た
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え

16



て
く
れ
た
の
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

藤
野	
キ
ャ
ン
プ
な
ど
に
慣
れ
て
い
る
子
が
楽

し
ん
で
く
れ
る
の
も
も
ち
ろ
ん
う
れ
し
い
で

す
が
、
親
が
申
し
込
ん
だ
か
ら
し
か
た
な
く

参
加
し
た
子
が
、
最
後
に
「
楽
し
か
っ
た
」と

言
っ
て
く
れ
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
り

な
が
ら
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
を
実
感
し
て
も

ら
え
た
ん
だ
な
ぁ
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

高
橋	

指
導
者
の
研
修
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
が
得

意
な
子
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
子
が
い
て
も
、

指
導
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

ほ
し
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ

プ
の
子
ど
も
が
体
験
で
き
る
場
が
必
要
で
す
。

「
お
れ
た
ち
の
頃
と
は
違
う
」
な
ど
と
言
わ
ず

に
、
大
人
が
子
ど
も
を
見
守
り
育
て
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
に
加
わ
っ
て
ほ
し
い

市
長	

も
っ
と
多
く
の
人
に
、
青
少
年
育
成
の

場
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
の
場
の
確
保
は
難
し
い
で
す
。
研

修
を
受
け
、
経
験
を
積
ん
だ
皆
さ
ん
が
、
学
ん

だ
こ
と
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
ご
自
分
の
地
域

な
ど
で
も
意
識
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
。
小
田
原
の
青
少
年
育

成
、
指
導
者
養
成
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
皆

さ
ん
今
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小田原市シニアリーダーズクラブ 
フォトラリー

小田原☆ウォーカー

歩くだけでは物足りない!
小田原の魅力を再発見する、新
感覚フォトラリーです。いろいろ
な世代の参加者とグループにな
り、楽しく巡りましょう。

■ 日時	10月27日（日）
	 午前9時30 分〜午後3時
■ 場所	 小田原駅集合、
	 小田原城址公園他
■ 対象	小学5年生以上   
■ 定員	50人（申込先着順 ）

■ 費用	500円（小学生以下300 円）

	 保険料、昼食代を含む
■ 申込	10月11日（金）までに電話で

「おだわら自然楽校 」特別編
第1回

自然体験学習研修

テレビや雑誌などでおなじみの
木
もく

風
ふう

舎
しゃ

の橋
はし

谷
や

晃
あきら

さんとプロナ
チュラリストの佐々木洋

ひろし

さんを講
師に迎え、秋深まる小田原の森
をフィールドに、子どもとの自然
体験活動に役立つ技術や知識を
学びます。

■ 日時	11月24日（日）
	 午前9時30分〜午後4時頃
■ 場所	 小田原市内
■ 対象	高校生以上   
■ 定員	30人（申込先着順 ）

■ 費用	2,000円
	 保険料を含む
■ 申込	11月1日（金）までに電話で

今
回
の
特
集
で
は
、体
験
学
習
や
遊
び
の
場
の
子
ど
も
と
、

そ
れ
を
見
守
る
大
人
の
姿
を
取
材
し
、見
つ
め
て
き
ま
し
た
。

「
自
分
も
参
加
し
て
み
よ
う
」、「
子
ど
も
と
行
っ
て
み
よ
う
」、

「
近
所
の
子
に
も
話
し
て
み
よ
う
」、「
子
ど
も
の
頃
の
あ
ん
な
体
験
、
あ
ん
な
会
話
」

一
人
一
人
が
、行
動
し
た
り
、考
え
た
り
、思
い
出
し
た
り
…
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
へ
の
思
い
が
生
ま
れ
、膨
ら
ん
で
、

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
小
田
原
の
力
、

小
田
原
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

小田原市長 加藤憲一

あなたも、参加してみませんか。
 問  青少年課  ☎33-1736
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平
成
4
年
に「
障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く

遠
慮
の
な
い
サ
ー
ク
ル
を
作
ろ
う
」と
活
動
を

始
め
た「
手
話
サ
ー
ク
ル
た
ん
ぽ
ぽ
」。

　

意
見
交
換
で
は
、
聞
こ
え
な
い
こ
と
に
よ

る
日
常
の
苦
労
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。
障
が

い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
助
け
合
い
学
び

合
っ
て
き
た
皆
さ
ん
。
相
手
の
話
を
聞
き
伝

え
よ
う
と
、
手
話
で
会
話
す
る
表
情
は
生
き

生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
ぴ
よ
ぴ
よ
く
ら
ぶ
」
は
、
平
成
11
年
か
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
月
1
回
開
く
催
し
に

は
、
1
0
0
組
以
上
の
親
子
が
参
加
し
ま
す
。

　

訪
問
時
も
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
、
お
母
さ

ん
が
子
ど
も
と
一
緒
に
、
体
操
、
手
遊
び
、

紙
芝
居
や
工
作
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。「
親

子
で
た
だ
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
に

は
、
お
母
さ
ん
の
教
育
が
大
事
」
と
い
う
活

動
方
針
で
、
日
本
の
伝
統
や
小
田
原
の
歴
史
、

子
ど
も
の
し
つ
け
に
つ
い
て
伝
え
て
い
ま
す
。

現
場
で
感
じ
る
市
民
の
力

皆
さ
ん
の
活
動
現
場
に

お
伺
い
し
ま
す

市
民
団
体
の
活
動
現
場
に
お
伺
い
し
、意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
て
、

活
動
す
る
皆
さ
ん
の
考
え
を
肌
で
感
じ
、今
後
の
市
政
に
生
か
す
「
市
長
の
現
場
訪
問
」。

今
回
は
、平
成
25
年
1
～
7
月
の
訪
問
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※ 

詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問  

広
報
広
聴
課  

☎
33-

1
2
6
3

市長の

現場訪問

命
あ
ふ
れ
る
森
づ
く
り  

小
田
原
山や

ま

盛も
り

の
会

7
6

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア  

パ
レ
ッ
ト

1
26

互
い
に
学
び
合
う 

手
話
サ
ー
ク
ル
た
ん
ぽ
ぽ

7
9

親
子
で
楽
し
む
体
操
や
手
遊
び

ぴ
よ
ぴ
よ
く
ら
ぶ

4
4

　
「
パ
レ
ッ
ト
」
で
は
、高
校
生
が
平
成
19
年

か
ら
、
地
域
の
人
と
交
流
し
な
が
ら
、自
主

的
、積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

小
八
幡
海
岸
で
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。
長
期
間
活
動
を
続
け
ら
れ
る
人
が
少
な

い
な
ど
と
い
っ
た
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
意
欲

的
に
活
動
の
幅
を
広
げ
、
壁
の
落
書
き
消
し
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
環
境
に
や
さ
し
い
山
づ
く
り
」を
目
指
す

「
小
田
原
山
盛
り
の
会
」は
、
今
年
で
発
足
10

周
年
。
山
で
働
く
人
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
で

が
団
結
し
、
作
業
技
術
を
継
承
し
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
。
講
師
を
招
い
て
自
然
観
察
会
を

行
う
な
ど
、
植
生
の
研
究
に
も
熱
心
で
す
。
本

市
の
「
ブ
リ
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に

も
、
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
白し

ろ

銀が
ね

山
の
活
動
現
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。
同

会
の
活
動
は
、
こ
れ
か
ら
の
山
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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二
宮
尊
徳
翁
の
優
れ
た
事
績
と

教
え
に
触
れ
る
催
し
で
す
。
尊
徳

翁
の
縁
で
つ
な
が
る
福
島
県
相

馬
地
区
の
復
興
支
援
も
呼
び
か
け

ま
す
。

場
所 

尊
徳
記
念
館

■
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

尊
徳
記
念
館
ま
で
、
電
話
ま
た
は

直
接（
先
着
順
）。

10
月
12
日（
土
）

■ 

実
践
体
験「
積せ

き

小し
ょ
う

為い

大だ
い

」を
学
ぼ
う

	

（
親
子
40
人
）

	

捨
て
苗
栽
培
地
跡
他
で
、
稲
刈
り

や
縄
な
い
を
体
験
。

	
時
間 

午
前
9
時
30
分
～

	
午
後
0
時
30
分

■ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

	

時
間 

午
後
0
時
10
分
～
0
時
50
分

	

出
演 

栢
山
混
声
合
唱
団

■ 

開
会
式

	

時
間 

午
後
1
時
～
1
時
40
分

■ 「
金
次
郎
と
わ
た
し
」作
文
発
表
会

	

市
内
小
学
5
〜
6
年
生
が
書
い
た

作
文
を
発
表
。

	

時
間 

午
後
1
時
45
分
～
2
時
45
分

i

■ 

こ
ど
も
報
徳
市

	

「
報
徳
楽が

っ
こ
う校

」
で
栽
培
、
収
穫
し
た

米
や
野
菜
な
ど
を
販
売
。

	

時
間 

午
後
0
時
30
分
～
3
時

10
月
13
日（
日
）

■ 

報
徳
記
を
読
も
う
（
40
人
）

	

和わ

綴と
じ

本「
報
徳
記
」に
触
れ
な
が
ら
、

出
版
当
時
の
時
代
背
景
を
考
え
る
。

	

時
間 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■ 

講
談
で
知
る
二
宮
尊
徳
（
1
5
0
人
）

	

講
談
師
・
田
辺
一い

ち
ゆ
う邑

さ
ん
が
尊
徳

翁
の
事
績
を
語
る
。

	

時
間 

午
後
1
時
～
2
時
30
分

■ 

尊
徳
祭
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

	

時
間 

午
後
2
時
40
分
～
4
時
15
分

	

出
演 

吟ぎ
ん

道ど
う

清せ
い

泉せ
ん

流
城じ

ょ
う
せ
ん泉

会
、

	

栢
山
田
植
歌
保
存
会
、

	

相
模
人
形
芝
居
下
中
座

■ 

抹
茶
サ
ー
ビ
ス

	

（
先
着
1
0
0
人
、
1
0
0
円
）

	

時
間 

午
前
11
時
～
午
後
2
時

■ 

報
徳
市

	

栢
山
の
物
産
な
ど
を
販
売
。

	

時
間 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

■ 
尊
徳
生
家
で
琴
演
奏

	
時
間 

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

	

出
演 
つ
ぼ
み
の
会

■  

二
宮
金
次
郎
柴し

ば

刈
り
ウ
ォ
ー
ク

 

金
次
郎
の
柴
刈
り
の
道
を
歩
く
（
50
人
）

	

午
前
8
時
・
大
雄
山
線
塚
原
駅
集
合

→
矢や

佐さ

芝し
ば

公
民
館
→
腰
掛
石
→

	

三
竹
→
油
菜
栽
培
地
跡
→

	

正
午
・
尊
徳
生
家
到
着
予
定

	

※ 

行
程
約
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

■ 

柴
刈
り
ウ
ォ
ー
ク
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

	

時
間 

午
前
11
時
30
分
～
午
後
0
時
45
分

	

出
演 

報
徳
太
鼓
の
会

両
日

■ 「
小
田
原
の
心
を
届
け
る

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
出
店

	

相
馬
地
区
に
住
む
被
災
者
の
皆
さ

ん
が
作
っ
た
エ
コ
た
わ
し
な
ど
を

販
売
。

	

時
間 （
12
日
）午
後
0
時
30
分
～
3
時

	

（
13
日
）午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時

■ 

尊
徳
生
家
い
ろ
り
燻

く
ん
じ
ょ
う蒸

実
演

	

時
間 （
12
日
）午
前
10
時
～
午
後
0
時
30
分

	

（
13
日
）午
前
9
時
～
11
時
30
分

■ 

神
奈
川
県
指
定
重
要
文
化
財

 

「
二
宮
尊
徳
生
家
」
特
別
公
開

■ 

尊
徳
記
念
館
展
示
室
無
料
開
放

■ 

二
宮
尊
徳
学
習
事
業
の
成
果
展
示

10
月
12
日（
土
）、13
日（
日
）

第
56
回  

尊
徳
祭

尊
徳
記
念
館  

☎ 

36-  
2
3
8
1

問

小
田
原
消
防
署
消
防
課  

☎ 

49-  
4
6
0
2

問

　
市
消
防
団
で
は
、
女
性
消
防
団

員
を
募
集
し
ま
す
。

　
消
防
団
活
動
は
、
地
域
の
防
災

に
と
っ
て
、
欠
か
せ
な
い
活
動
で

す
。
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
防

災
活
動
の
た
め
に
あ
な
た
の
力
を

発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
要
件	

市
内
在
住
で
、
消
防
団
活
動
に
関

心
が
あ
り
、
活
動
で
き
る
18
歳
以

上
の
健
康
な
女
性

募
集
期
間

10
月
7
日（
月
）～
11
月
22
日（
金
）

募
集
人
数   

20
人

選
考
方
法  

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

申
込

小
田
原
消
防
署
消
防
課
に
直
接
、
ま

た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

i

申
込
書
は
、
小
田
原
消
防
署
消
防
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

活
動
内
容

■ 

火
災
予
防
に
関
す
る

	

広
報
啓
発
活
動

■ 

応
急
手
当
の
普
及
活
動

■ 

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
防
火
指
導

■ 

各
種
訓
練
や
消
防
団
行
事

	

へ
の
参
加

■ 

災
害
時
の
情
報
収
集
な
ど
の

	

後
方
支
援
活
動

身
分
・
待
遇

■ 

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員

■ 

条
例
に
基
づ
き
、

	

報
酬
や
手
当
を
支
給

■ 

円
滑
に
活
動
で
き
る
被
服
を
貸
与

■ 

活
動
中
の
負
傷
に
対
す
る
補
償

10
月
7
日
（
月
）
か
ら

女
性
消
防
団
員
を
募
集ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
の
列
の「
い

ざ
と
い
う
と
き
に
」の「
消
防
」

を
ク
リ
ッ
ク
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市
で
は
、
平
成
24
年
10
月
に
「
納

税
促
進
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、
納

期
限
ま
で
に
市
税（
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自

動
車
税
、
法
人
市
民
税
）が
納
付

さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
電
話
を
か
け
、
未
納
で
あ

る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
納
税
促
進
セ
ン

タ
ー
」は
、
市
税
の
み
を
対
象
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
は
、

国
民
健
康
保
険
料
も
対
象
と
し
、

名
称
も
「
市
税
等
納
付
促
進
セ
ン

タ
ー
」と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
市
税
総
務
課
と
保
険
課

で
は
、
各
課
が
持
つ
未
納
者
に
関

す
る
情
報
を
相
互
に
利
用
し
、
効

率
的
に
徴
収
事
務
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

「
滞
納
処
分
」
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
市
税
や
国
民
健
康
保

険
料
の
未
納
に
つ
い
て
、
電
話
や

i

文
書
で
お
知
ら
せ
し
、
早
期
の
納

付
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
未
納
が
続
く
場
合
、
財
産
を
調

査
し
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の「
滞

納
処
分
」を
行
い
ま
す
。
滞
納
処

分
は
、
納
付
し
て
い
る
人
と
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
に
、
や
む
を
得

ず
行
う
も
の
で
あ
り
、
差
し
押
さ

え
る
財
産
は
、
預
貯
金
や
給
料
、

生
命
保
険
、
不
動
産
に
至
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

納
付
に
困
っ
た
ら
ま
ず
相
談

　
「
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま
で
に

納
め
ら
れ
な
い
」
な
ど
、
特
別
な

事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
ま
ず
、
担
当
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

毎
週
火
曜
日
は
、
窓
口
の
業

務
時
間
を
午
後
7
時
ま
で
延
長

し
、
納
付
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

「
納
税
促
進
セ
ン
タ
ー
」
が

「
市
税
等
納
付
促
進
セ
ン
タ
ー
」
に

市
税
や
国
民
健
康
保
険
料
の
未
納
を

電
話
で
お
知
ら
せ

市
税
総
務
課  

☎ 

33-  
1
3
4
5

保
険
課  

☎ 

33-  
1
8
3
2

問

　
片
浦
小
学
校
は
、
平
成
24
年
度

か
ら
「
小
規
模
特
認
校
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
小
規
模
特
認
校
で
は
、
少
人
数

な
ら
で
は
の
き
め
細
か
い
指
導

や
、
地
域
と
連
携
し
た
特
色
あ
る

教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。
希
望
が

あ
る
場
合
、
市
内
全
域
か
ら
、
一

定
の
条
件
の
も
と
、
児
童
の
入
学
、

転
入
学
を
認
め
て
い
ま
す
。

i

片
浦
小
学
校「
四
つ
の
約
束
」

■ 

少
人
数
を
生
か
し
、「
確
か
な
学

力
」を
育
成
し
ま
す
。

■ 

自
然
環
境
や
伝
統
な
ど
を
生
か

し
、「
豊
か
な
心
」を
育
み
ま
す
。

■ 
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
学
校
を

支
え
ま
す
。

■ 

充
実
し
た
放
課
後
活
動
を
行
い

ま
す
。

小
規
模
特
認
校  

片
浦
小
学
校

平
成
26
年
度
の
児
童
を
募
集

教
育
総
務
課  

☎ 

33-  
1
6
7
1

教
育
指
導
課  

☎ 

33-  
1
6
8
4

片
浦
小
学
校  

☎ 

29-  
0
2
5
0

問

平成26年度児童募集

次の条件で、募集します。
■ 	保護者および児童が、市内に居住している。
■	 小規模特認校の教育活動およびPTA 活動に賛同している。
■ 	通学は、保護者の責任と負担で行う。
■ 	卒業まで通学する。
■ 	小規模特認校での就学および通常級での学習や活動が 

できる。

募集期間 	  10月30日（水）～12月13日（金）
募集人数（平成26年4月時点の学年） 	

1年生13人、4年生2人、5年生2人
学校説明会 	  10月29日（火）、11月30日（土）

［時間] 午後3時～4時     
［場所] 片浦小学校
学校公開日 	  10月28日（月）～30日（水）、11月30日（土）
※ 学校公開日以外にも、見学は随時受け付けます。

詳しくは、片浦小学校へお問い合わせください。

申請手続き 	

事前に学校を見学し、申請書を教育指導課に直接、
提出してください。
申請書は、教育指導課、片浦小学校で配布しています。
市ホームページからもダウンロードできます。
※申請者が募集人数を超えた場合は、抽選となります。

6 年生の授業のようす

トップページ上のバー「暮らしの情報 」を
クリック → 「子育て／教育」の「小・中学校」→

「小規模特認校制度 」について
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地
震
の
揺
れ
に
よ
る
被
害
を
少

な
く
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
な
ど

の
耐
震
化
を
進
め
、
倒
壊
を
防
ぐ

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

特
に
、
昭
和
56
年
5
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
建
築
物
は
、古
い

耐
震
基
準
で
設
計
さ
れ
て
い
る
た

め
、
過
去
の
地
震
で
大
き
な
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。
市
で
は
、「
昭

和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
建
築
物
」
の
耐
震
化
を
支
援
し

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
に
、

耐
震
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

木
造
住
宅

❶ 

無
料
耐
震
相
談
会

　
建
築
士
な
ど
が
、
住
宅
の
平
面
図

を
見
て
行
う
簡
易
な
診
断
で
す
。
各

i

地
区
の
公
民
館
な
ど
で
、
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
1
〜

2
週
間
前
ま
で
に
、
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

❷
一
般
耐
震
診
断
費
用
の
助
成

　
平
面
図
に
よ
る
診
断
だ
け
で
な

く
、
建
築
士
が
現
地
で
建
築
物
を

確
認
し
、
耐
震
性
を
診
断
す
る
場

合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

■ 

診
断
費
用
の
2
分
の
1

（
上
限
4
万
円
）を
助
成

❸ 

耐
震
改
修
工
事
費
用
の
助
成

　

一
般
耐
震
診
断
で
、「
や
や
危

険
、
倒
壊
の
危
険
」と
診
断
さ
れ
、

改
修
工
事
を
行
う
場
合
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■ 

工
事
費
用
の
2
分
の
1

（
上
限
50
万
円
）を
助
成

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

耐
震
診
断
費
用
の
助
成

　
管
理
組
合
が
建
築
士
に
依
頼
し
、

耐
震
診
断
を
行
う
場
合
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■	

診
断
費
用
の
2
分
の
1
、
ま
た
は

1
戸
当
た
り
4
万
円
の
い
ず
れ
か

低
い
額（
上
限
1
2
0
万
円
）を

助
成

緊
急
輸
送
路
沿
い
の
建
築
物

　
大
規
模
災
害
時
、
支
援
物
資
な

ど
を
運
ぶ
た
め
の
緊
急
輸
送
路
沿

い
の
建
築
物
が
倒
壊
し
、
輸
送
路

を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
こ
と
が
な
い

よ
う
、
緊
急
輸
送
路
沿
い
の
建
築

物
の
耐
震
化
も
重
要
で
す
。

耐
震
診
断
費
用
の
助
成

　
対
象
と
な
る
建
築
物
の
耐
震
診

断
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■	

診
断
費
用
の
2
分
の
1
、
ま
た
は

建
築
物
の
規
模
に
よ
り
算
定
し
た

額
の
い
ず
れ
か
低
い
額（
上
限

1
2
0
万
円
）を
助
成

※	

各
助
成
を
受
け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
助
成
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
事
前
に
建
築
指
導
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
宅
の
耐
震
化
を
進
め
ま
し
ょ
う

建
築
指
導
課  

☎ 

33-  
1
4
3
3

問

　
放
置
自
転
車
と
は
、
利
用
者
が

自
転
車
か
ら
離
れ
、
す
ぐ
に
動
か

せ
な
い
自
転
車
の
こ
と
で
、
買
い

物
な
ど
の
た
め
、
道
路
や
歩
道
に

短
時
間
止
め
た
自
転
車
も
、
放
置

自
転
車
と
な
り
ま
す
。

　
放
置
自
転
車
は
、
高
齢
者
や
体

の
不
自
由
な
人
な
ど
の
通
行
を

妨
げ
、
交
通
事
故
や
災
害
時
に

は
、
避
難
や
救
助
の
障
害
に
な
り

ま
す
。

　
人
を
思
い
や
り
、
放
置
自
転
車

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

i

自
転
車
を

利
用
す
る
人
へ

■ 

自
転
車
や
原
動
機
付
自
転
車
の
盗

難
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
盗
難

防
止
の
た
め
、
2
か
所
に
施
錠
し

て
く
だ
さ
い
。

■ 

自
転
車
を
購
入
し
た
ら
、
忘
れ
ず

に
防
犯
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

安
全
（
点
検
・
整
備
）・
安
心
（
付

帯
保
険
）
な
自
転
車
で
あ
る
こ
と

を
示
す
、
T
S
マ
ー
ク
を
貼
っ
て

く
だ
さ
い
。

10
月
は
、違
法
駐
車
追
放
強
化
月
間

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

「
ち
ょ
っ
と
だ
け  

甘
え
が
招
く  

迷
惑
駐
車
」

「
困
り
ま
す
!  

自
転
車
置
き
ざ
り  

知
ら
ん
ぷ
り
」

地
域
安
全
課  

☎ 

33-  
1
3
9
6

問

10月11日（金）～20日（日）は、
安全・安心まちづくり旬間

　市では、警察や防犯指導員と
連携し、安全・安心なまちづくり
を推進しています。安全・安心ま
ちづくり旬間には、防犯パトロー
ル、自転車の盗難や振り込め詐
欺を防止するための啓発活動を、
重点的に行います。

振り込め詐欺に遭わないために
■	電話でお金を要求されたら、振

り込め詐欺を疑いましょう。
■	携帯電話の番号が変わったと言

われたら、必ず前の番号に電話
して、確認しましょう。
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4
月
に
発
足
し
た
「
早
川
地
区
地
域
福

祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
」が
、「
は
や
か

輪
み
ん
な
で
さ
さ
え
隊
」
を
結
成
し
ま
し

た
。
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

市
内
で
も
高
齢
者
の
単
身
世
帯
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
人
た
ち
が
、「
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
な
ぁ
」

と
思
う
こ
と
を
解
決
す
る
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
、「
は
や
か
輪
み
ん
な
で
さ
さ
え

隊
」が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
9
月
か
ら
中
組
自
治
会
と
向む

か
い
ぐ
ち口

自
治
会

を
モ
デ
ル
地
区
と
し
、
市
社
会
福
祉
協
議

地域全体で支え合う
ケアタウンおだわら。
各地区の皆さんの声を

お届けします。

相原淳男さん 
一緒に活動していただける隊員
を募集しています!

ケア
タウン

の
輪

「はやか輪みんなでささえ隊 」のパンフレット

会
の
協
力
を
得
て
、
13
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
一
緒
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
相
原
さ
ん
は
、「
す
で
に
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
東
富
水
地
区
を

参
考
に
、
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し

た
。
自
治
会
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、

民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
地
域
の

団
体
と
協
力
し
、
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
モ
デ
ル
地
区
で
の
活
動
を
検

証
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
住
民
へ

の
周
知
な
ど
に
取
り
組
み
、
来
年
4
月
に

は
、
早
川
地
区
全
域
で
、
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
住
み
よ

い
ま
ち
・
早
川
」を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
、
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

相
原
淳
男 

さ
ん

は
や
か
輪
み
ん
な
で
さ
さ
え
隊

　
6
年
前
に
小
田
原
に
移
り
住
み
、
心
豊
か

に
生
き
る
た
め
に
必
要
な
ア
ー
ト
の
素
晴
ら

し
さ
を
伝
え
た
い
と
「
す
ど
う
美
術
館
」を

開
き
ま
し
た
。

　
国
内
外
か
ら
招
待
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

宿
泊
し
な
が
ら
交
流
し
、
小
田
原
の
皆
さ
ん

も
作
品
制
作
の
段
階
か
ら
鑑
賞
を
楽
し
む

「
西
湘
地
区
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
」。
今
回
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
5
か
国

か
ら
5
人
、
国
内
か
ら
5
人
が
参
加
し
ま

す
。
尊
徳
記
念
館
で
制
作
し
、
完
成
作
品

を
清せ

い

閑か
ん

亭て
い

や
、
す
ど
う
美
術
館
で
展
示
。

皆
で
広
く
交
流
で
き
る
よ
う
、
コ
ン
サ
ー

ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
行
い
ま
す

の
で
、
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
に
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
育
成・

支
援
、
市
民
と
の
交
流
、
芸
術
振
興
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
海
外
か
ら

の
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
帰
国
後
に
、
風
光

明
美
で
歴
史
と
文
化
が
豊
か
な
小
田
原
を
、

P
R
し
て
く
れ
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

世
界
の
ア
ー
ト
を

小
田
原
に

小
田
原
の

第
2
回 

西
湘
地
区

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

﹇
制
作
公
開
・
展
示
﹈ 

■	

制
作  

尊
徳
記
念
館 	

 

10
月
17
日（
木
）〜
22
日（
火
）

	
	

 

午
後
2
時
〜
5
時   

■	

展
示
❶  

清
閑
亭 	

 

10
月
24
日（
木
）〜
31
日（
木
）  

	
	

 

午
前
11
時
〜
午
後
4
時   

	
	

 

※ 

火
曜
日
休
館

■ 

展
示
❷  

す
ど
う
美
術
館 	  

11
月
2
日（
土
）〜
10
日（
日
）

	
	

 

午
前
11
時
〜
午
後
7
時   

	
	

 

※ 

月
曜
日
休
館

﹇
関
連
イ
ベ
ン
ト
﹈ 

尊
徳
記
念
館

■ 

コ
ン
サ
ー
ト 	

 

10
月
19
日（
土
）
午
後
6
時
〜

■ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 	

 

10
月
20
日（
日
）
午
前
10
時
〜

■ 

映
画
会 	

 

10
月
20
日（
日
）
午
前
10
時
〜

	
	

                            

午
後
1
時
〜

■ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 	

 

10
月
22
日（
火
）
午
後
2
時
〜

す
ど
う
美
術
館
館
長  

須
藤
一
郎
さ
ん

ア
ー
ト
シ
ー
ン

須藤一郎さん 

平成 2年、東京の自宅を美術館として開
放し、コレクションを一般公開する。平
成10年、銀座に美術館を開設。平成19
年、小田原市堀之内に美術館を移す。

22



        昔の写真だね         手作業で重さを量っているの!?

創業時の写真だよ。来年で創
業120 周年を迎えるんだ。現
在の主力製品は水産加工品と
農産加工品だけど、創業時は
みかん問屋でもあったんだよ。

選別したホタルイカを3日間
浅漬けした後、さらに 3日間
本漬けしたものを計量してい
るんだ。機械で瓶に詰める商
品も多いけれど、ホタルイカ
は丁寧に手作業で計量してい
るよ。

おいしいだけでなく、形を崩さないために、
こんなに大切に扱っていたとは知らなかったのう。

多くの人の目を引くように、
包装も研究しているんじゃな。
自社内にデザイン部門もあるそうじゃ。

みかんや漬物、近海のカツオを
使った酒盗など、身近な素材を
扱っているんじゃなあ。

素材に手を加えて、
素材の魅力を高めているね。

しいの食品の巻
株式会社しいの食品　
所在：小田原市成田939

7

好奇心旺盛な梅花ちゃんと、
優しくて物知りな黒松おじいさん。
二人が市内の事業所や
工場を訪ねます。

1 3 

梅
う め

花
か

ちゃん と

黒
く ろ

松
ま つ

おじいさん の

社会科見学

        きれいな包装だね

ここでは、「牛すじとろ煮 」を
包装しているよ。しいの食品
では、毎年約 20 の新商品を
開発し、さまざまな商品を取
りそろえているんだ。

4 

連載

歴史のある会社なんじゃな。
今はどんな商品を作っとるのかな ?

        手が冷たそう!2 

手作業で、ホタルイカの形が崩れないように
丁寧に選別しているのじゃな。

作る製品は曜日ごとに違うん
だ。今日は「蛍いか沖漬 」を 
作っているよ。取ったホタル
イカを船の上で急速冷凍した
際、交ざってしまった魚などを、
水を流しながら選別している
んだ。

株式会社しいの食品は、1894（明治27）年
に国府津で創業した、農産品・水産品の製造
加工・卸売りを主軸とする会社です。11の事
業所で約210人が働いています。カツオの塩
辛「酒

しゅとう

盗」は、全国シェア1
位を誇ります。
今回は、農産加工係の村山
敦史さんに案内してもらい
ました。
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ぜひ伝えたい「私のおススメ」、知ってうれしい「あなたのおススメ」。
皆さんからの投稿をもとに、小田原の「おススメ」情報をお届けします。

投稿をお待ちしています !
採用された人には粗品をプレゼント !

［投稿方法］
①	募集テーマ
②	あなたのおススメとその理由
③	氏名
④	住所またはお住まいの地区
⑤	電話番号を書き、可能であれば写
真を添えて、郵送、ファクスまたは
ホームページから。

〒250-8555小田原市広報広聴課
「私のおススメ☆
あなたのおススメ」係   
☎　33-1261  
　32-4640

［募集テーマ］
■ 小田原珍風景  
■ ハイキングコース  
■ 大好きな小田原の味
■ 小田原から見る富士山

7
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9月1日現在 小田原市の人口196,132 人  79,628 世帯

　
テ
ー
マ
は
、
先
月
に
引
き
続
き「
小
田
原
か
ら
見

る
富
士
山
」で
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
投
稿
を
い
た
だ
き
、
富
士

山
の
人
気
が
高
い
こ
と
、
富
士
山
を
望
む
小
田
原

に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
喜
び
を
、
改
め
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
投
稿
の
中
か
ら
、

同
じ
場
所
か
ら
見
た
、
違
う
表
情
、
違
う
魅
力
の
富

士
山
の
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

小
田
原
か
ら
見
る

富
士
山
2

連載

自宅近くから  夕方の富士山 （上：夏／下：春）

同じ夕方の富士山でも、季節によって、これだけ違って見えます。
どちらの富士山もすてきです。（下堀のM・Sさん）

栢山にある踏切から  春と夏の富士山 （左：春／右：夏）

人が一人しか通れないような面白い踏切から見る、春と夏の富
士山です。季節が一つ違うだけで、富士山の表情も、全く違う
ように見えます。（小台のY・Aさん）


